
館林手筒花火大会（館林市）

夏の城沼花ハスまつり（館林市）

天神池公園（板倉町）

板倉まつり（板倉町）



　 　
平
成
30
年
５
月
18
日
、
板
倉
町
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
12
回
合
併

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
報
告
事
項
と
し
て
「
館
林

市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会
規
約
に
関
す
る

協
議
書
に
か
か
る
変
更
協
議
書
」「
平
成
30

年
度
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会
予
算

の
専
決
処
分
」
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
、「
平
成
30
年
度
館
林
市
・
板
倉
町

合
併
協
議
会
事
業
計
画
」
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
最
後
に
、「
合
併
に
伴
う
財
政

へ
の
影
響
額
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

用語の説明
「報告事項」…合併協議会に関連する事項
などの結果について報告するものです。
例：「報告第○号」
「審議事項」…会長から提案し、合併協議
会で審議・決定するものです。
例：「議案第○号」

第 12回合併協議会で
審議された内容

第
12
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、２
件
の
報
告
、１
議
案
の
審
議
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
に
対
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
事
務
局
か
ら
説
明
さ
れ
た
内
容
と
各
委

員
か
ら
の
質
疑
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会

規
約
に
関
す
る
協
議
書
に
か
か

る
変
更
協
議
書
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
館
林
市
・
板
倉
町
合
併

協
議
会
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
館
林
市
・
板
倉
町
合
併

協
議
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第
18
号

報
告
第
19
号

議
案
第
43
号

そ の 他

審 議 事 項

議案第　号43
平成　年度館林市・板倉
町合併協議会事業計画に
ついて

30

合併に伴う財政への影響額（見込）と住民
サービスの調整（市と町の高い方に統一す
るために必要な経費）について

　
平
成
28
年
６
月
１
日
に
両
市
町
の
長
が

協
議
し
て
定
め
た
事
項
の
う
ち
、
次
の
項

目
に
つ
い
て
再
協
議
を
行
っ
た
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
館
林
市
職
員
の
人
事
異
動
に
伴

　
平
成
30
年
度
予
算
を
専
決
処
分
し
た
こ

と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
両
市
町
の
負
担
金
の
割
合
は
、

『
合
併
協
議
会
だ
よ
り
』
に
か
か
る
費
用

の
み
世
帯
割
と
し
、
そ
れ
以
外
は
均
等
割

と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
事

務
局
か
ら
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

報 告 事 項

報告第　号19
平成　年度館林市・板倉
町合併協議会予算の専決
処分について

30

報告第　号18
館林市・板倉町合併協議
会規約に関する協議書に
かかる変更協議書について

→
原
案
の
と
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た

い
、
事
務
局
次
長
を
林
成
明
か
ら
木
村
和

好
に
変
更
す
る
再
協
議
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

（敬称略）

規　約 役　職 変更協議後
氏名

変更協議前
氏名

５号委員
【学識経験者】

館林市区長
協議会会長 野 村 和 利 山 﨑 紀 夫

板倉町行政
区長会会長 青 木 文 雄 増 田 文 和

平成 30年度　合併協議会予算

歳出合計 13,289 千円 歳入合計  13,289 千円
内　訳 内　訳
運営費

負担金
12,887 千円

（館林市 8,400 千円）
（板倉町 4,487 千円）

会議費 2,526 千円
事務費 1,113 千円

事業費
事業推進費 9,150 千円

諸収入 1 千円
予備費 県補助金 400 千円

予備費 500 千円 繰越金 1 千円

　
合
併
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
明

確
な
時
期
を
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
な

合
併
に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
額（
見
込
）

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
（
市
と
町
の
高

い
方
に
統
一
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
）
に
つ
い
て

そ
の
他

　
合
併
す
る
こ
と
で
歳
入
（
新
市
に
入
っ

て
く
る
お
金
）
及
び
歳
出
（
新
市
か
ら
出

て
い
く
お
金
）
の
増
減
に
大
き
く
影
響
す

　「
合
併
に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
額
（
見

込
）」な
ど
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
は
次

の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
合
併
に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
額（
見
込
）」

る
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
影
響
額
を
試
算

し
ま
し
た
。
な
お
、
合
併
年
度
は
平
成
31

年
度
と
仮
定
し
て
推
計
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
影
響
額
は
現
時
点
で
の
見
込
み
で
あ

り
、
今
後
審
議
さ
れ
る
合
併
協
定
項
目
の

調
整
方
針
な
ど
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
歳
入
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
の

は
次
の
４
項
目
で
す
。

①
地
方
税
（
法
人
市
町
民
税
や
都
市
計
画

　税
な
ど
の
税
金
）

②
普
通
交
付
税
（
国
か
ら
自
治
体
に
分
配

　さ
れ
る
交
付
金
）

③
分
担
金
・
負
担
金
（
保
育
料
な
ど
の
受

　益
者
負
担
金
）

④
国
庫
支
出
金
（
国
か
ら
自
治
体
に
交
付

　さ
れ
る
負
担
金
や
補
助
金
な
ど
）

　
ま
た
、
歳
出
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
の

は
次
の
４
項
目
で
す
。

⑤
人
件
費
（
特
別
職
や
職
員
の
給
与
、
各

　種
委
員
の
報
酬
な
ど
）

⑥
扶
助
費
（
生
活
困
窮
者
や
児
童
、
高
齢

　者
な
ど
の
支
援
に
要
す
る
費
用
）

⑦
物
件
費
（
委
託
料
や
賃
金
な
ど
の
消
費

　的
経
費
）

⑧
投
資
的
経
費
（
道
路
や
公
園
な
ど
の
都

　市
計
画
事
業
に
か
か
る
経
費
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
の
概
要
と

合
併
に
よ
る
影
響
額
（
見
込
）
は
次
の
表

１
の
と
お
り
で
す
。

「合併に伴う財政への影響額（見込）」(表１)

項　目 概　要 合併による影響額 ( 見込 )

歳

入

①地方税
・板倉町の法人町民税均等割の税率が、平成 35 年度から館
   林市と同様の税率に上がる

・板倉町で平成 37 年度から都市計画税が課税される

平成 35 年度から約 700 万円、平成 37 年度か
ら約 9,000 万円歳入が増加する

②普通交付税
・県が実施（負担）していた板倉町の生活保護や児童扶養手    
   当などが新市の直接業務となる

・合併の優遇措置である合併算定替が適用される

平成 31 年度から約 9,800 万円歳入が増加する
が、平成 37 年度からは段階的に減少し、平成
42 年度には約２億円歳入が減少する

③分担金・負担金 ・館林市のみ実施している年齢制限のない第３子以降の保育    
   料無料化を板倉町でも同様に実施する 平成 31 年度から約 300 万円歳入が減少する

④国庫支出金 ・県が実施（負担）していた板倉町の生活保護や児童扶養手    
   当などが新市の直接業務となる 平成 31 年度から約 5,000 万円歳入が増加する

歳

出

⑤人件費
・板倉町の特別職が失職し、行政委員なども減少する
・合併からの６年間は退職者の補充を抑制し、累計 38 名の    
   職員を削減する

平成 31 年度は約 1 億 1,300 万円歳出が減少す
る。その後も段階的に減少し、平成 36 年度か
らは約 3 億 1,300 万円歳出が減少する

⑥扶助費
・県が実施（負担）していた板倉町の生活保護や児童扶養手    
   当などが新市の直接業務となる

・板倉町の敬老祝金や特定疾患見舞金の制度変更を実施する
平成 31 年度から約 8,300 万円歳出が増加する

⑦物件費 ・電算システムの統合や臨時職員の削減、管理部門の重複経　
   費を削減する

平成 31 年度から約 1 億 3,000 万円歳出が減少
する

⑧投資的経費 ・板倉町で新たに課税される都市計画税を都市計画事業に充　
   当する

平成 37 年度から約 8,300 万円歳出が増加する

い
た
め
、
年
度
内
を
通
し
て
随
時
開
催
し
、

協
議
を
重
ね
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。



「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
（
市
と
町
の
高

い
方
に
統
一
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
）
」

　
こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
会
や
幹
事
会
な

ど
に
お
い
て
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る
10

項
目
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
新
市
で
実

施
し
た
場
合
に
毎
年
必
要
と
な
る
経
費
を

試
算
し
ま
し
た
。
試
算
結
果
は
次
の
表
２

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
表
２
以
外
に
も
毎
年
で
は
な
く

一
時
的
に
多
額
の
経
費
が
必
要
と
な
る
項

目
と
し
て
、
次
の
２
項
目
が
あ
り
ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ

　
板
倉
町
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
防
災
ラ

ジ
オ
を
全
世
帯
に
無
償
配
布
す
る
予
定
で

す
。
館
林
市
で
同
様
に
配
布
し
た
場
合
に

は
約
５
億
７
，１
９
０
万
円
の
経
費
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
板
倉
町
は
、
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

（
退
職
手
当
の
支
給
管
理
組
合
）
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
合
併
時
に
館
林
市
も
加
入

す
る
か
、
板
倉
町
が
脱
退
す
る
か
、
ど
ち

ら
か
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
経

費
と
し
て
は
、
館
林
市
が
加
入
す
る
場
合

に
は
加
入
金
と
し
て
約
11
億
円
、
板
倉
町

が
脱
退
す
る
場
合
に
は
脱
退
金
と
し
て
約

６
億
円
の
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「住民サービスの調整」により、毎年必要となる経費の試算額 (表２)

項　目 事　業　内　容 新市で毎年必要となる
経費の試算額

①学校給食費の無料化
板倉町は、平成 29 年度から町内小中学校の給
食費の無料化を実施しています

館林市で同様に無料化した場合
→３億３３６万円

②英語検定料の補助
板倉町は、高校生以下が受験する英語検定料の
半額を補助しています

館林市で同様に補助した場合
→１４６万円

③子育て支援金
板倉町は、出生時と小学校入学時に、第１子に
３万円、第２子に４万円、第３子以降に６万円
の子育て支援金を支給しています

館林市で同様に支給した場合
→４，４００万円

④０歳児紙おむつ購
　入補助

板倉町は、０歳児の紙おむつ購入費用に２万４
千円を補助しています

館林市で同様に補助した場合
→１，２２９万円

⑤チャイルドシート
　購入補助

板倉町は、チャイルドシート購入費用に１回限
り上限１万円を補助しています
※館林市は、平成24年度に補助を廃止しました

館林市で同様に補助した場合
→２９４万円

⑥高校生の入院医療
　費補助

板倉町は、高校生が入院した場合にかかる医療
費を補助しています

館林市で同様に補助した場合
→３９４万円

⑦各種検診事業
両市町では各種検診事業を実施していますが、
検診内容や自己負担額が異なります

両市町の高い水準に合わせた場合
→１，３７９万円

⑧介護慰労金
館林市では９万円、板倉町では 12 万円の介護
慰労金を支給しています

板倉町の水準に合わせた場合
→３３０万円

⑨行政区運営
    （区長・副区長の手当）

館林市では委託料、板倉町では報償として区長、
副区長に手当を支給しており、その算出基準や
行政区へ依頼している事項も異なります

板倉町の水準に合わせた場合
→４５５万円

⑩行政区助成
館林市では交付金、板倉町では補助金として交
付しており、その算出基準が異なります

板倉町の水準に合わせた場合
→３，５５２万円

上記の①から⑩までを実施した場合の合計額 ４億２，５１５万円

「
市
町
い
ず
れ
か
が
実
施
し
て
い
る
事
業
」

　
合
併
に
伴
い
調
整
が
必
要
な
事
業
は
、

両
市
町
で
約
２
，３
０
０
事
業
あ
り
ま
す
。

そ
の
全
て
を
合
併
協
議
会
で
協
議
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
住
民
生
活
へ
の

影
響
な
ど
か
ら
判
断
し
、
Ａ
か
ら
Ｃ
の
ラ

ン
ク
付
け
を
し
て
い
ま
す
。Ａ
ラ
ン
ク（
約

７
０
０
事
業
）
は
、
特
に
住
民
生
活
に
関

わ
り
が
深
い
事
業
と
し
、
合
併
協
議
会
で

協
議
し
ま
す
。
Ｂ
ラ
ン
ク
（
約
３
０
０
事

業
）
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
に
比
べ
て
住
民
へ
の

直
接
的
な
影
響
が
少
な
い
事
業
、
Ｃ
ラ
ン

ク
（
約
１
，３
０
０
事
業
）
は
、
調
整
が

容
易
な
事
業
と
し
て
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
Ｂ
・
Ｃ
ラ
ン
ク
（
約
１
，６
０
０

事
業
）
の
う
ち
、
館
林
市
と
板
倉
町
の
い

ず
れ
か
一
方
の
み
が
実
施
し
て
お
り
、
あ

る
程
度
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
り
が
あ
る

事
業
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
76
事
業
あ
り

ま
し
た
。
内
訳
は
、
館
林
市
の
み
実
施
し

て
い
る
事
業
が
62
事
業
、
構
成
比
は
81
・

６
％
で
あ
り
、
板
倉
町
の
み
実
施
し
て
い

る
事
業
が
14
事
業
、
構
成
比
は
18
・
４
％

で
し
た
。
事
業
区
分
と
し
て
は
、
社
会
福

祉
や
健
康
と
い
っ
た
、
保
健
福
祉
に
関
係

す
る
事
業
が
30
事
業
あ
り
、
全
体
の
39
・

５
％
で
し
た
。

　
３
ペ
ー
ジ
の
表
１
に
お
け
る
合
併
に
伴

う
財
政
へ
の
影
響
額
を
各
年
度
ご
と
に
集

計
し
た
削
減
効
果
額
と
、
４
ペ
ー
ジ
の
表

「合併に伴う影響額」と「住民サービスの調整により毎年必要となる経費」

年度 H 31
0 円

5億円

4億円

3億円

2億円

1億円

H 32 H 33 H 34 H 35 H 36 H 37 H 38 H 39 H 40 H 41 H 42

3.05
3.30

3.89

4.28

4.87
5.12

4.82

4.21

3.62

3.03

2.44
2.14

合併に伴う削減効果額（表１）

毎年必要となる経費
４億 2,515 万円

( 表２)

削減効果額の方が
大きい（黒字）

必要となる経費の方
が大きい（赤字）

必要となる経費の方
が大きい（赤字）

　
合
併
に
伴
う
財
政
へ
の
影
響
額（
見
込
）

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
後
、
各
委
員

に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
意
見
（
要
旨
）

意
見
交
換

２
に
お
け
る
毎
年
必
要
と
な
る
経
費
の
試

算
額
を
併
せ
て
図
式
化
す
る
と
、
次
の
図

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
、
持
続
可
能
な
自
治

体
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
の

で
、
給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
は
合

併
協
議
会
で
十
分
議
論
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に
よ
る
削

減
効
果
は
金
額
だ
け
で
は
な
く
、
目

に
見
え
な
い
も
の
も
含
め
て
協
議
す

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
な
お
、
税
収

や
生
産
人
口
の
減
少
な
ど
も
含
め
た

資
料
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
新
市
を
つ
く
る
う
え
で
道
路
や
公

営
住
宅
と
い
っ
た
社
会
資
本
の
整
備

は
重
要
で
あ
る
た
め
、
両
市
町
の
整

備
状
況
を
比
較
し
な
が
ら
議
論
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
給
食
費
無

料
化
は
、
費
用
対
効
果
の
検
証
が
必

要
で
あ
り
、
流
出
人
口
を
抑
制
す
る



な
発
想
と
寛
容
な
精
神
、
互
い
に
謙

虚
で
尊
重
す
る
言
動
を
も
っ
て
、
新

市
実
現
に
向
け
た
委
員
全
員
の
知
恵

の
出
し
合
い
を
期
待
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
正
副
会
長
の
重
要
な
職

責
は
、
協
力
し
て
合
併
協
議
会
を
ま

と
め
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
館
林
市
の
み
実
施
し
て
い
る
事
業

の
割
合
が
高
く
、
板
倉
町
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
た
だ
き
、
金
額
だ
け
で
は
な
い

効
果
も
含
め
て
判
断
す
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
給
食
費
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
お
互
い
に
譲
り

合
っ
て
合
併
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
、
将
来
へ
の
責

任
あ
る
立
場
に
あ
る
こ
と
も
含
め
議

論
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

■
財
政
力
が
高
く
資
金
が
潤
沢
に
あ

る
状
況
で
の
合
併
で
は
な
く
、
人
口

減
少
を
見
据
え
た
厳
し
い
中
で
の
合

併
で
す
の
で
、
全
て
良
い
と
こ
取
り

で
は
な
く
、
新
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
議
論
す

る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
合
併
す
る
際
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
高
い
方
に
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
過
去
の
両
市

町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
板
倉

町
は
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
求
め

る
意
見
が
多
く
、
館
林
市
は
子
育
て

支
援
や
医
療
、
就
労
支
援
の
充
実
を

求
め
る
意
見
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
教

育
や
福
祉
施
策
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
財
政
面
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
事
業
の
縮
小
や
廃
止
な
ど
に

よ
り
削
減
額
が
生
み
出
せ
る
と
考
え

ま
す
。

■
懸
案
事
項
を
新
市
で
継
続
し
て
も
、

板
倉
町
民
の
サ
ー
ビ
ス
は
現
状
維
持

で
あ
り
、
改
善
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
逆
に
税
制
面
で
は
負
担

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

10
年
、
20
年
後
は
別
と
し
て
、
館
林

市
の
た
め
に
板
倉
町
の
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
と
い
う
状
況
を
つ
く
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
市

基
本
計
画
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

う
中
で
、
譲
る
、
譲
ら
な
い
と
い
う

議
論
も
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

■
物
事
を
決
め
る
と
き
に
は
、
お
互

い
が
お
互
い
の
立
場
を
主
張
す
る
と

と
も
に
、
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
て

妥
協
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
館
林
市
区

長
協
議
会
と
し
て
も
、
各
区
長
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
考
え
方
を
ま
と
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
問
題
で
は
、
社
会
保
障

や
年
金
、
医
療
費
、
介
護
な
ど
が
大

事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
数
字
は
数
字
と
し
て
必
要
で
す

が
、
住
民
が
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

把
握
し
未
来
に
向
け
て
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
経
費
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か

ら
合
併
を
進
め
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
で
す
が
、
10
年
、
20
年
後
を
考
え
、

た
め
の
施
策
と
し
て
他
の
方
法
も
検

討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
合
併
の
議
論
で
は
金
額
の
検
討
が

中
心
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
合

併
す
る
こ
と
で
板
倉
町
民
は
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

金
額
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
大
き

な
視
点
に
立
っ
て
協
議
す
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
現
状
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
財
政
の
観

点
か
ら
合
併
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
持
続
可

能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
す
る
の

か
を
合
併
協
議
会
で
し
っ
か
り
議
論

し
な
け
れ
ば
、
住
民
は
納
得
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
債
務
の
返
済
計
画
や
今

後
の
基
金
の
推
計
を
示
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
人
口
減
少
に
よ
る
税
収
減
や
社
会

保
障
費
な
ど
の
増
加
、
社
会
経
済
の

変
動
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
大
胆

■
給
食
費
無
料
化
は
、
合
併
に
よ
る

削
減
効
果
額
か
ら
考
え
て
も
、
新
市

提
出
さ
れ
た
意
見
（
要
旨
）

欠
席
し
た
委
員
か
ら
事
前
に

若
い
世
代
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ

き
で
あ
り
、
特
に
教
育
に
関
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
に
協
議
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
合
併
は
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
合
併

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
地
域

が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

給
食
費
無
料
化
は
、
子
育
て
世
代
に

少
し
で
も
潤
い
を
与
え
た
い
と
い
う

考
え
で
し
ょ
う
が
、
子
育
て
を
応
援

す
る
こ
と
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

給
付
す
る
の
は
少
し
違
う
と
感
じ
ま

す
。ま
た
、板
倉
町
の
事
業
者
は
、「
館

林
市
」
と
い
う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
に

魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

■
合
併
す
る
た
め
に
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
て
も
良
い
と
考
え
て
い

る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
事
務

方
に
は
財
源
の
捻
出
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
同
時
に
委
員
も
新
し
い
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
方
法
な
ど
を
協
議
し

て
、
合
併
に
向
け
て
良
い
方
向
へ
進

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
懸
案
事
項
の
経
費
に
つ
い
て

も
、
平
成
42
年
度
ま
で
の
推
計
を
示

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
た
く

な
い
と
い
う
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す

が
、
財
政
的
な
裏
付
け
が
な
け
れ
ば

実
施
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
優
先
順
位

を
つ
け
る
中
で
選
択
す
る
し
か
な
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
館
林
市
の
み

が
実
施
し
て
い
る
事
業
に
も
多
く
の

予
算
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
な
お
、
他
市
で

編
入
合
併
し
た
事
例
に
お
い
て
、
高

い
サ
ー
ビ
ス
に
統
一
し
、
そ
れ
を
維

持
で
き
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
合
併
協
議
会
設
置
請
求
の
趣
旨
に

は
、
行
政
基
盤
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
極
め
て

厳
し
い
人
口
減
少
の
中
で
、
館
林
市

と
板
倉
町
は
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ

て
、
何
と
か
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し

て
存
続
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
合
併
協
議
は
始
ま
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
懸
案
事
項
に
つ

い
て
、
館
林
市
は
支
援
の
仕
組
み
や

制
度
を
作
り
、
多
く
の
住
民
に
利
用

し
て
も
ら
う
方
法
で
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
板
倉
町
は
直
接
給
付

す
る
方
法
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
直

接
給
付
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
可

能
な
限
り
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、

解
決
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
、
政

策
を
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
作
っ

て
い
く
と
い
う
考
え
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

■
合
併
に
際
し
、
現
在
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
維
持
、
さ
ら
に
は
向
上
さ
せ

な
け
れ
ば
住
民
か
ら
の
理
解
は
得
ら

れ
な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
板
倉

町
は
直
接
給
付
で
あ
る
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
行
政
体
と
し
て
の

考
え
方
の
相
違
で
す
。
仮
に
懸
案
事

項
を
館
林
市
が
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
統
一

し
た
方
向
性
を
合
併
協
議
会
で
打
ち

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
行
財
政
運
営
に
関
し
て
の

工
夫
、
廃
止
、
縮
小
と
い
う
こ
と
ま

で
踏
み
込
ん
だ
精
査
を
し
、
協
議
を

す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
両
市
町
と
も
に
、
新
規
事
業
や
重

点
事
業
を
進
め
て
い
る
中
で
、
タ
イ

ミ
ン
グ
の
悪
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
高
い
方
に
合
わ
せ

る
べ
き
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

下
が
る
合
併
は
、
賛
同
を
得
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
さ
ら
な
る
議
論
を
重
ね
た
い
と
思

い
ま
す
。



合併協議会ホームページでは、協議会の資料などを公開しています。
協議の状況や会議録を掲載していますので、ご覧ください。

また、館林市及び板倉町の公式ホームページにも両市町の広報紙をはじめ、
さまざまな情報が掲載されていますので、ご覧ください。
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表紙の写真
『館林手筒花火大会』（館林市）
　館林藩初代藩主榊原康政氏の発祥の地である愛知県三河
地方に伝わる勇壮な手筒花火は迫力満点です。スターマイ
ンの打上花火も楽しめます。
と　き：平成　年７月　日㈯午後７時　分～８時　分
ところ：館林城ゆめひろば（旧市役所東広場）

30 30 3021

『夏の城沼花ハスまつり』（館林市）
　つつじが岡公園で「第 16 回夏の城沼花ハスまつり」が
開催されます。城沼では、自生のハスがピンクの花を開き、
まつり期間中は船に乗って間近で花ハスを見られる “ 花ハ
スクルーズ ” が運航されるほか、世界の花ハス展では、ア
メリカやロシアなど世界中の花ハスが開花します。
と　き：７月　日㈫～８月　日㈬
ところ：つつじが岡公園内
花ハスクルーズ乗船料：大人８００円、小学生以下３００円
運行時間：午前８時　分～午後３時

15

30

10

『板倉まつり』（板倉町）
　豪華景品が当たる大抽選会やキャラクターショー、のど
自慢コンテスト、そしてフィナーレを飾る打上花火など、
見どころ満載です。
と　き：平成　年８月４日㈯午後３時　分～９時　分
ところ：板倉東洋大前駅西口南側広場

30 30

『天神池公園』（板倉町）
　昔ながらの屋敷林豊かな自然景観に恵まれ、「親水」と「水
辺学習空間の創出」をテーマに整備された公園です。公園
内には、炊事場があるバーベキュー広場や遊歩道デッキが
整備された池のほか、水遊びが楽しめるじゃぶじゃぶ池も
あって、小さなお子様連れからお年寄りまで、家族そろっ
て楽しむことができる空間となっています。
ところ：板倉町大字大高嶋1849（高鳥天満宮の北約100m）
※バーベキュー広場の利用には申し込みが必要です

　委
員
各
位
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
や
資
料
に
関
す
る
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

両
市
町
で
再
度
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　閉
会
あ
い
さ
つ
と
意
見
（
要
旨
）

栗
原
副
会
長
の

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
議
論
が
始
ま

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
長
期
的
健
全
財
政
を
維
持
し
た
う

え
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
折
衷
案
を
検
討
す
る
べ
き
で
す

が
、
折
衷
案
で
は
現
在
の
板
倉
町
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
ま
す
。
板

倉
町
は
「
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
、

館
林
市
は
「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
を
お
互
い

が
納
得
し
た
う
え
で
乗
り
越
え
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

板
倉
町
と
し
て
は
、
新
市
に
な
っ
て

も
現
在
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
10

年
間
以
上
は
維
持
で
き
る
と
考
え
て

お
り
、
そ
れ
以
降
は
、
そ
の
時
点
で

検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
本
日
の
率
直
な
意
見
交
換
に
感
謝

を
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

の
人
口
規
模
で
は
実
施
し
て
い
く
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
合
併
協
議
は
20
年
、
30
年
先
の

こ
と
ま
で
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

お
互
い
に
折
衷
案
を
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
協
議
は
進
ま
な
い
と
考

え
ま
す
。
板
倉
町
の
住
民
発
議
を
も

と
に
平
成
28
年
に
合
併
協
議
会
が
立

ち
上
が
り
、
２
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
協
議
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
合
併
協
議

会
の
場
で
前
向
き
な
議
論
を
進
め
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
合
併
協
議
に
は
短
期
的
視
点
だ
け

で
は
な
く
、
新
市
と
し
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
視
点
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
板
倉
町
の
住
民
発

議
を
発
端
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
協
議
会
で
す
の
で
、
両
市
町
が
合

併
に
向
け
た
建
設
的
な
協
議
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
市

に
お
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
よ
り
具
体
的
に
協
議
し
、

妥
協
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
合
併
協

議
会
の
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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